
―４――５― りくぜんたかた市議会だより 第１２６号 ＲＩＫＵＺＥＮＴＡＫＡＴＡ ＣＩＴＹ ＣＯＵＮＣＩＬ ＮＥＷＳ　№１26

 
広
聴
広
報
特
別
委
員
会

 

議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会

岩
手
沿
岸
南
部
広
域

環
境
組
合
議
会
議
員

気
仙
広
域
連
合
議
会
議
員

岩
手
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議
員

　

陸
前
高
田
市
議
会
基
本
条
例
で
は
、「
市
民
の
意

見
、
要
望
を
適
格
に
把
握
」「
市
民
へ
の
積
極
的
な

情
報
発
信
と
説
明
責
任
」
が
明
記
さ
れ
、
広
聴
広
報

特
別
委
員
会
は
、
議
会
だ
よ
り
発
行
以
外
の
広
聴
広

報
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
市
内
11
地
区

で
の
毎
年
開
催
を
再
開
し
ま
す
。
ま
た
、
各
種
市
民

団
体
、
産
業
団
体
や
、
学
生
と
の
懇
談
会
の
開
催
を

検
討
し
、多
彩
な
議
会
報
告
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
方
々
が
積
極
的
、
活
発
に
発
言
で
き
る

よ
う
に
、
少
人
数
分
け
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
方
法
に
つ
い
て
も
現
在
検
討
中
で
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
、
要
望
は
、
市
長
に
申
入
れ
る

と
と
も
に
議
会
活
動
に
も
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

委
員
長　

藤

倉
泰
治
、
副
委

員
長　

木
村
聡
、

委
員　

佐
々
木

一
義
、
大
坂
俊
、

大
坪
涼
子
、
福

田
利
喜
、
伊
藤

明
彦

  （
藤
倉
広
聴
広

報
特
別
委
員
長
）

　

こ
れ
ま
で
、
広
聴
広
報
特
別
委
員
会
内
の
小
委
員
会

と
し
て
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
期

よ
り
特
別
委
員
会
と
し
て
取
り
組
み
、
独
自
性
を
よ
り

発
揮
し
て
市
民
の
皆
様
へ
議
会
で
審
議
さ
れ
た
様
子
や

各
種
調
査
等
の
結
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

年
４
回
行
わ
れ
る
定
例
会
の
終
了
後
に
、
各
条
例
案

の
審
議
・
採
決
結
果
、
請
願
等
の
審
議
、
各
常
任
委
員

会
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
研
究
等
の
紹
介
を
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
議
員
個
々
に
行
う
一
般
質
問
に
つ
い
て
、
各
議

員
自
ら
、
自
身
の
行
っ
た
一
般
質
問
の
中
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
事
項
等
に
つ
い
て
、
当
局
の
考
え
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
議
会
が
ど
の
様
な
調
査
・
研
究
・
判
断
を

し
、
市
民
生
活
の
福
祉
向
上
等
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
、限
ら
れ
た
紙
面
で
は
あ
り
ま
す
が
、

委
員
一
人
ひ
と
り
が

創
意
工
夫
を
も
っ
て

お
伝
え
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

委
員
長　

菅
野
広

紀
、
副
委
員
長　

中

野
貴
徳
、
委
員　

佐

々
木
良
麻
、
菅
野
秀

一
郎
、
小
林
卓
、
大

和
田
加
代
子
、
伊
勢

純

 （
菅
野
議
会
だ
よ
り

特
別
委
員
長
）

　

気
仙
広
域
連
合
議
会
は
、本
市
、

大
船
渡
市
、
住
田
町
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
①
し
尿
の
収
集
、
運
搬

及
び
処
分
、
②
要
介
護
認
定
及

び
要
支
援
認
定
に
関
す
る
審
査
判

定
、
③
気
仙
広
域
連
合
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
基
金
の
活
用
の
３
つ
の

業
務
の
審
議
や
議
決
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

本
市
か
ら
の
選
出
議
員
：
菅
野

秀
一
郎
、
大
和
田
加
代
子
、
伊
勢

純
、
伊
藤
明
彦　
　

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
伊
勢
純
）

　

75
歳
以
上
と
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
75

歳
未
満
の
方
を
対
象
と
し
た
医
療

制
度
で
、
県
内
全
市
町
村
が
参
加

し
て
運
営
す
る
「
岩
手
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
平
成
19

年
２
月
１
日
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、
保

険
料
徴
収
な
ど
の
窓
口
事
務
は
市

町
村
が
行
い
、
被
保
険
者
の
資
格

の
管
理
、
保
険
料
の
賦
課
決
定
、

医
療
の
給
付
な
ど
の
事
務
は
広
域

連
合
が
行
っ
て
い
ま
す
。
議
員
は

33
名
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

計
画
、
実
施
が
円
滑
か
つ
安
定
的

に
行
わ
れ
、
適
切
に
運
営
さ
れ
て

い
る
か
監
視
し
ま
す
。

　
（
佐
々
木
一
義
連
合
議
会
議
員
）

　

岩
手
県
沿
岸
南
部
広
域
環
境
組

合
議
会
と
は
、
釜
石
市
に
あ
る
ご

み
焼
却
施
設
の
運
営
に
あ
た
る
一

部
事
務
組
合
の
議
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
構
成
は
、
本
市
の
ほ

か
、
釜
石
市
、
大
船
渡
市
、
大
槌

町
、
住
田
町
の
３
市
２
町
で
各
議

会
か
ら
２
～
３
名
の
議
員
が
選
任

さ
れ
、
12
名
に
よ
る
議
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
施
設
の
運
用
状
況
等

に
つ
い
て
各
市
町
か
ら
の
ご
み
搬

　

市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て

の
議
会
を
９
月
20
日
に
開
催
し
、

正
副
議
長
選
挙
、
各
委
員
の
選
任

の
ほ
か
、
議
案
２
件
の
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
本
会
議
で
の
投
票
の

結
果
、
議
長
選
挙
で
は
、
及
川
修

一
議
員
８
票
、
福
田
利
喜
議
員
７

票
、
伊
藤
明
彦
議
員
１
票
と
な
り

ま
し
た
。
副
議
長
選
挙
で
は
、
鵜

浦
昌
也
議
員
９
票
、
中
野
貴
徳
議

員
７
票
と
な
り
ま
し
た
。
議
案
２

件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

監
査
委
員
を
選
任

　

市
監
査
委
員
は
２
名
で
、
う
ち

１
名
を
議
員
か
ら
選
任
し
て
お

り
、
次
の
議
員
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

木
村
聡　

議
員

教
育
委
員
を
任
命
同
意

　

教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
と
４

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
議
会
の

同
意
を
得
て
市
長
が
任
命
し
ま

す
。
１
名
の
委
員
の
任
期
が
９
月

30
日
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

次
の
方
を
引
き
続
き
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

小
友
町　

遠
藤
健
司
氏
（
57
歳
）

　
　
　
　
　
（
担
当
・
中
野
貴
徳
）

陸
前
高
田
市
都
市
計
画
審
議
会
委

員
（
Ｒ
９
年
９
月
10
日
ま
で
）

　
　
　
　
　

菅　

野　

秀
一
郎

　
　
　
　
　

小　

林　
　
　

卓

　
　
　
　
　

伊　

勢　
　
　

純

陸
前
高
田
市
民
生
委
員
推
薦
会
委

員
（
Ｒ
７
年
３
月
31
日
ま
で
）

　
　
　
　
　

佐
々
木　

一　

義

　
　
　
　
　

大　

坪　

涼　

子

国
道
３
９
７
号
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
委
員
（
Ｒ
９
年
９
月
10
日
ま

で
）

　
　
　
　
　

及　

川　

修　

一

　
　
　
　
　

大　

坂　
　
　

俊

市
政
調
査
会
（
Ｒ
７
年
９
月
19
日

ま
で
）

　

会　

長　

伊　

藤　

明　

彦　

　

副
会
長　

伊　

勢　
　
　

純

　

理　

事　

中　

野　

貴　

徳

　
　

同　
　

佐
々
木　

一　

義

　
　

同　
　

大　

坂　
　
　

俊

　

監　

事　

藤　

倉　

泰　

治

　
　

同　
　

福　

田　

利　

喜

入
・
焼
却
灰
の
搬
出
、
周
辺
環
境

の
各
測
定
結
果
等
の
確
認
、
施
設

管
理
計
画
等
、
施
設
全
般
が
円
滑

に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
審
議
し
ま

す
。

　

本
市
か
ら
の
選
出
議
員
：
木
村 

聡
、
中
野 

貴
徳
、
菅
野 

広
紀

　
　
　
　
　
（
担
当
・
中
野
貴
徳
）

　

陸
前
高
田
市
奨
学
金
貸
与
条
例

の
改
正
案
に
つ
い
て
、
給
付
型
で

返
還
義
務
の
生
じ
な
い
奨
学
金
制

度
に
つ
い
て
、
現
在
奨
学
金
を
受

け
て
い
る
学
生
に
対
し
て
も
減
額

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
運
用

開
始
時
期
に
よ
り
不
利
益
に
な
ら

な
い
よ
う
な
周
知
と
配
慮
が
必

要
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
奨
学
金
給
付
事
業
費

４
０
０
万
円
は
原
案
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
、
今
後

３
年
間
の
行
政
事
務
包
括
業
務
委

託
事
業
の
う
ち
、
学
校
支
援
員
の

配
置
に
つ
い
て
、
教
育
現
場
に
お

け
る
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場

合
に
、
学
校
長
が
直
接
指
示
出

来
な
い
状
態
が
生
ず
る
こ
と
か

ら
、
業
務
委
託
は
な
じ
ま
ず
、
総

合
教
育
会
議
で
十
分
な
協
議
が
必

要
、
と
の
意
見
や
特
別
な
指
導
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
の
支
援
は
継

続
的
な
関
わ
り
が
必
要
と
し
て
現

状
で
問
題
な
い
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で

５
億
５
４
０
０
万
円
の
補
正
予
算

は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
は
、「
陸
前
高
田
市
景
観

条
例
」
と
「
屋
外
広
告
物
条
例
」

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
求
め

る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
査
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
会
か
ら
不
採
択
と

報
告
が
あ
り
、
本
会
議
に
お
い
て

委
員
会
審
査
の
内
容
に
つ
い
て
質

疑
が
交
わ
さ
れ
、
市
内
全
域
の
幹

線
道
路
沿
い
を
対
象
と
す
る
こ
と

が
著
し
く
個
人
の
権
利
を
制
約
す

る
こ
と
の
妥
当
性
、
ま
た
近
隣
市

町
で
も
採
用
し
て
い
る
岩
手
県
の

景
観
条
例
で
十
分
で
は
な
い
か
、

と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
見
直
し
時
期
の
検
討
に
つ
い

て
は
、
市
当
局
の
説
明
で
は
猶
予

期
間
が
あ
り
対
応
に
つ
い
て
は
協

議
す
る
意
向
が
あ
る
事
か
ら
、
委

員
会
審
査
で
は
現
段
階
で
の
条
例

の
見
直
し
の
検
討
は
必
要
な
い
と

の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

質
疑
の
後
、
審
議
不
十
分
と
し

て
「
委
員
会
へ
の
再
付
託
審
査
」

の
動
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
動

議
は
否
決
さ
れ
、
結
果
と
し
て
請

願
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
担
当
・
菅
野
広
紀
）

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
29
日
か
ら
10
月
20
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。
一
般
会
計
歳
入

２
５
４
億
９
８
８
２
万
円
、
歳
出
２
４
３
億
７
１
６
４
万
円
、
差
引
11
億
２
７
１
８
万
円
の
令
和
４

年
度
一
般
会
計
決
算
と
各
種
会
計
決
算
を
は
じ
め
と
し
た
議
案
23
件
、
報
告
２
件
を
原
案
通
り
可
決
。

請
願
２
件
は
不
採
択
。
一
般
質
問
は
８
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
各
種
会
計
決
算

第３回
定例会

慎
重
に
審
議
し
認
定

慎
重
に
審
議
し
認
定

第
１
回
臨
時
会


